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2015 年 4月 27日～
5月 7日 センター運営会議（メール審議）
2015 年 05月 25日 センター運営会議
2015 年 06月 29日 センター運営会議
2015 年 07月 01日 部局評価総長ヒアリング
2015 年 07月 27日 センター運営会議
2015 年 09月 28日 センター運営会議
2015 年 10月 26日 センター運営会議
2015 年 11月 24日 センター運営会議
2015 年 12月 5日～ 6日 東北大学東北アジア研究センター創設20周年記念式典・国際シンポジウム「東北アジア　地域研究の新たなパラダイム」
2015 年 12月 28日 センター運営会議
2016 年 01月 25日 センター運営会議
2016 年 02月 13日 センターシンポジウム「共生の東北アジア：中蒙・中露辺境を事例として」
2016 年 02月 29日 センター運営会議
2016 年 03月 09日 センター 2015年度研究成果報告会
2016 年 03月 22日 センター運営会議





















































































































































































































































































































































































8プロジェクト研究ユニットで 12の共同研究及び公募研究 3件を実施し、学内外の 82名（うち、




平成 27年度に、センター教員が著書 12件、論文 61件を刊行した。また機関誌「東北アジア研究」
20号を刊行、大学のリポジトリに公開した。
本センターが開催したシンポジウム、講演会、研究集会等 18件での報告者は、延べ 187名（昨年



























































































学術交流分野の前田助教は、ロシアでの国際会議 Большие темы культуры в славянских литературах. 
«СТАРОСТЬ»において「Изображения матерей и жен в советской военной культуре и литературе, XII 
Международной конференции славистов.」、および ICCEES the IX World Congressにおいて「Gender 




























































































































露出する溶岩の発見などについての論文が Earth and Planetary Science Letter（Machida, Hirano 




































































平成 28年 3月 24日に毎年恒例の東北大学東北アジア研究センター学生研究交流会が開催された。












氏名 職名 担当開始日 研究科名 専攻名 講座名
寺山　恭輔 教授 H12.4.1 文学研究科 歴史科学 比較文化史学
磯部　　彰 教授 H9.4.1 文学研究科 歴史科学 比較文化史学
辻森　　樹 教授 H27.9.1 理学研究科 地学 岩石地質学
平野　直人 准教授 H21.6.1 理学研究科 地学 岩石地質学
後藤　章夫 助教 H11.8.1 理学研究科 地学 岩石地質学
宮本　　毅 助教 H12.4.1 理学研究科 地学 岩石地質学
工藤　純一 教授 H8.4.1 情報科学研究科 情報基礎科学 広域情報処理論
千葉　　聡 教授 H25.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
鹿野　秀一 准教授 H13.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
佐藤　源之 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 地殻環境システム創成学
高橋　一徳 助教 H25.4.1 環境科学研究科 環境科学 地殻環境システム創成学
高倉　浩樹 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
瀬川　昌久 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
上野　稔弘 准教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
明日香壽川 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
石井　　敦 准教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
栗林　　均 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域文化論
岡洋　　樹 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域文化論



















































トの回顧と研究者の役割の探求」、11月 23日・24日には「Korea-Japan Joint Conference on 






























































教　授 2013.4- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
教　授 2013.4- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
モンゴル・
中央アジア研究
教　授 1999.10- 栗林　　均 言語学・音声学、モンゴル語学
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.10- 磯部　　彰 中国文学、東アジア文化史
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究 准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
地 域 生 態 系
研究
教　授 2013.4- 千葉　　聡 生態学、保全生物学、進化生物学
准教授 1997.4- 鹿野　秀一 微生物生態学、システム生態学
地球化学研究
教　授 2015.9- 辻森　　樹 地質学、変成岩岩石学
准教授 2013.4- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学
助　教 1999.2- 後藤　章夫 火山物理学、マグマ物性




研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境科学
研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 
助　教 2013.4- 高橋　一徳 電磁波計測、応用地球物理学
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准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助　教 2012.4- 高橋　陽一 日本史、近世旅行史
助　教 2013.10- 友田　昌宏 日本近代政治史
B　現職専任教員等の年齢、勤続年数、博士号取得状況
区　　　　　　　　　分 教　　授 准 教 授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2016 年 3 月現在） 56.4 歳 49.2 歳 42.5 歳歳
教員の平均勤続年数　（　　　〃　　　） 11 年 1 ヶ月 10 年 11 ヶ月 8 年 6 ヶ月
博士号取得者数　　　（　　　〃　　　） 9 人 3 人 7 人
C　専任教員の最終出身大学院（2016年 3月現在）
－ 29－
D　研究支援組織の整備・機能状況（2016 年 3 月現在）




専 門 員 高谷　敏晶
主 任 清水　俊和
主 任 髙橋　千秋
事 務 補 佐 員 前川　順子
事 務 補 佐 員 及川　二美
事 務 補 佐 員 阿部由比子
事 務 補 佐 員 髙橋　麻希
事 務 補 佐 員 横山　尚子
図　書　室
事 務 補 佐 員 佐々木理都子
事 務 補 佐 員 海口　織江
コラボレーション
・オフィス
事 務 補 佐 員 畠山　瑞
派 遣 職 員 熊谷　香
E　教育研究支援者受け入れ状況
氏　名 期　間 受入プロジェクトユニット名 受入教員















セルゲイ・ソコロフ／ 2011.2.1 ～ 2011.2.28
 ：ロシア科学アカデミー地質研究所教授・所長代理
金　旭／ 2011.3.1 ～ 2011.6.30
 ：中国　吉林大学教授
哈琴巴特爾／ 2011.6.11 ～ 2011.9.30 
 ：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 ～ 2011.9.29
 ：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
－ 30－
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セルゲイ・ソコロフ／ 2011.2.1 ～ 2011.2.28
 ：ロシア科学アカデミー地質研究所教授・所長代理
金　旭／ 2011.3.1 ～ 2011.6.30
 ：中国　吉林大学教授
哈琴巴特爾／ 2011.6.11 ～ 2011.9.30 
 ：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 ～ 2011.9.29
 ：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
斯琴巴特爾（スチンバートル）／ 2011.10.1 ～ 2012.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
敖 特根／ 2012.2.1 ～ 2012.5.31
 ：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN ／ 2012.2.1 ～ 2012.4.30
 ：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
Gavrilyeva Tuyara/2012.5.1 ～ 2012.8.31
 : ロシア　サハ共和国北方地域経済研究所・主任研究員
烏力吉巴雅爾／ 2012.6.1 ～ 2012.8.31
 : 中国　中央民族大学・教授
Koch Magaly ／ 2012.9.1 ～ 2012.11.30
 : アメリカ　ボストン大学リモートセンシングセンター・研究准教授
陳　正宏 /2012.10.1 ～ 2012.11.30
 : 中国　復旦大学・古籍整理研究所・教授
Borisov　Andrian ／ 2012.12.1 ～ 2013.3.31
 : ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・人文学北方先住民研究所・上席研究員
Chimitdorzhiev Tumen ／ 2013.1.1 ～ 2013.1.31
 : ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ブリアート科学センター・物理物質研究所副
所長
Laikhansuren Altanzaya ／ 2013.4.1 ～ 2013.7.31
 ：モンゴル　モンゴル国立教育大学・歴史・社会科学部・教授
潘　建国／ 2013.9.1 ～ 2013.11.30
 ：中国　北京市北京大学・中文系・教授
巴雅爾／ 2013.9.2 ～ 2013.12.31
 ：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus ／ 2014.2.1 ～ 2014.3.14
 ：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授






Chernolutckaia Elena/2014.9.1 ～ 2014.11.30
 ：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研  
　究所・主任上級研究員
－ 31－
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 ～ 2015.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 ～ 2015.4.19
 ：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 ～ 2015.4.23
 ：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
Fondahl Gail Andrea/2015.4.6 ～ 2015.6.30
：カナダ　ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学・副学長・教授
Dilek Yildirim/2015.5.28 ～ 2015.8.21
：アメリカ　国際地質科学連合会副会長・マイアミ大学・教授
Delaney Alyne Elizabeth/2015.10.1 ～ 2016.1.31
：デンマーク　アールボルグ大学・准教授
葉　爾達 /2015.10.1 ～ 2016.1.31
：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Abera Deraje Ayalew/2016.2.4 ～ 2016.3.26
：エチオピア　アジスアベバ大学・教授
胡格吉夫 /2016.3.1 ～ 2016.4.30
：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
　〔客員教授の出身国（1995 年度～ 2015 年度）〕
－ 32－
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劉　　四新 2007.7.5 － 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25 － 2007.8.25
近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政
治思想的特性に関する比較研究












王　三　慶 2009.5.27 － 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル
ナツァグ　ドルジ
2009.6.10 － 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18 － 2009.12.31 日本企業のシベリアへの投資に関する研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 － 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1 － 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 － 2012.6.30
モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-1947
年）
シャルグラノワ　オリガ 2012.3.15 － 2013.3.14
東北アジアにおけるモンゴル系移民の民族
的統合の構築：民族社会学と宗教の諸要素
Chen　Jie 2012.11.16 － 2013.1.14 環境リモートセンシング
Yu Quan 2013.10.1 － 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster　Sophie 2015.3.28 － 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
　フルブライト米国人招聘講師 ･ 研究員
氏　名 期　間 研　究　課　題
Koch　Magaly 2014.9.1 ～ 2015.7.31 乾燥地域におけるリモートセンシングによる環境計測
　専門研究員
氏　名 期　間 専　門　分　野
トゥルムンフ　オドントヤ 2011.4.1 － 2015.3.31 文化人類学・モンゴル研究
佐藤　憲行 2012.7.17 － 2014.5.30 東洋史・清代モンゴル史





劉　　四新 2007.7.5 － 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25 － 2007.8.25
近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政
治思想的特性に関する比較研究












王　三　慶 2009.5.27 － 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル
ナツァグ　ドルジ
2009.6.10 － 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18 － 2009.12.31 日本企業のシベリアへの投資に関する研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 － 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1 － 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 － 2012.6.30
モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-1947
年）
シャルグラノワ　オリガ 2012.3.15 － 2013.3.14
東北アジアにおけるモンゴル系移民の民族
的統合の構築：民族社会学と宗教の諸要素
Chen　Jie 2012.11.16 － 2013.1.14 環境リモートセンシング
Yu Quan 2013.10.1 － 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster　Sophie 2015.3.28 － 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
　フルブライト米国人招聘講師 ･ 研究員
氏　名 期　間 研　究　課　題
Koch　Magaly 2014.9.1 ～ 2015.7.31 乾燥地域におけるリモートセンシングによる環境計測
　専門研究員
氏　名 期　間 専　門　分　野
トゥルムンフ　オドントヤ 2011.4.1 － 2015.3.31 文化人類学・モンゴル研究
佐藤　憲行 2012.7.17 － 2014.5.30 東洋史・清代モンゴル史
佐々木　聡 2013.4.1 － 2015.3.31 宗教文化史・術数文献の書誌研究
　日本学術振興会特別研究員
氏　名 期　間 受　入　教　員 資格
小林　宏至 2013.4.1 － 2016.3.31 瀬川　昌久　教授 PD
平野　尚宏 2015.4.1 － 2017.3.31 千葉　聡　教授 DC2
長谷川雄之 2015.4.1 － 2017.3.31 寺山　恭輔　教授 DC2
矢口　啓朗 2015.4.1 － 2017.3.31 寺山　恭輔　教授 DC2














































ロシア交流推進室員 センター長 25.4.1 ～ （室員）
工藤純一 21.12.1 ～ （室員）
高倉浩樹 21.12.1 ～ （室員）
塩谷昌史 21.12.1 ～ （室員）
柳田賢二 26.3.1 ～

























































ロシア交流推進室員 センター長 25.4.1 ～ （室員）
工藤純一 21.12.1 ～ （室員）
高倉浩樹 21.12.1 ～ （室員）
塩谷昌史 21.12.1 ～ （室員）
柳田賢二 26.3.1 ～












片平まつり実行委員会 上野稔弘 27.4.1 ～29.3.31
5 研究所と東北アジアの
開催
コラボレーション ･オフィス運営委員会 上野稔弘 27.4.1 ～29.3.31 人文社会系諸部局
情報シナジー機構情報システム利用連絡会議
　（部局実施責任者） 栗林　均 24.4.1 ～





附属図書館商議会 寺山恭輔 26.4.1 ～28.3.31
貴重図書等委員会 栗林　均 27.4.1 ～29.3.31
東北大学出版会評議員会 センター長 27.4.1 ～29.3.31
























































川北合同研究棟管理委員会 岡　洋樹 任期なし センター長




安全保障輸出管理担当者 清水俊和 27.7.1 ～
産学連携推進会議 高倉浩樹 25.4.1 ～
副センター長
（研究戦略担当）



















































川北合同研究棟管理委員会 岡　洋樹 任期なし センター長




安全保障輸出管理担当者 清水俊和 27.7.1 ～
産学連携推進会議 高倉浩樹 25.4.1 ～
副センター長
（研究戦略担当）





















































































































































































































区　　　　分 2011 2012 2013 2014 2015






科 学 研 究 費 補 助 金 77 68 64 40 46
科学研究費補助金以外の政府資金 0 0 0 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 8 0 0 0 0
受 託 研 究 30 51 64 39 100
受 託 事 業 0 3 4 1 3
寄 附 金 1 45 40 33 32
学 術 指 導 0 0 0 0 0
総　　　　計 592 631 671 520 693
総計に占める競争的資金の割合 20％ 26％ 26％ 22％ 26％
※ 競争的資金の各区分ごとの 100 万円未満の額は 50 万円以上切り上げ、50 万円未満切り捨て。この
ことにより他の集計結果と合致しない場合がある。
－ 41－












2015 年2014 年2013 年2012 年2011 年
B　歳出決算額（国立学校特別会計／大学運営資金・寄付金） （単位：百万円）
　　 区　　　分 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度
人件費 運営費交付金 292 236 250 258 253
物件費
運営費交付金 160 144 151 84 138
その他 24 84 98 65 121
計 476 464 499 407 512
－ 42－












2015 年2014 年2013 年2012 年2011 年
B　歳出決算額（国立学校特別会計／大学運営資金・寄付金） （単位：百万円）
　　 区　　　分 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度
人件費 運営費交付金 292 236 250 258 253
物件費
運営費交付金 160 144 151 84 138
その他 24 84 98 65 121





2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 計






































































































































































































2.04 2.18 1.80 1.86 20.4 2.03
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 平均
3.25 3.09 2.54 1.86 2.00 2.55
　＜科研費採択率実績（2011 年度～ 2015 年度）＞











　　 区　　分 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
民間等との共同研究
件数 2 0 3 3 3
金額 7,100 0 0 0 0
受 託 研 究
件数 8 6 5 5 7
金額 29,085 50,372 63,367 38,616 99,951
受 託 事 業
件数 0 1 3 1 1
金額 0 2,480 3,454 54 2,232
寄 附 金
件数 1 4 4 4 3
金額 300 44,280 39,810 33,420 32,100
学 術 指 導
件数 0 0 0 0 0
金額 0 0 0 0 0
計
件数 11 11 15 13 14














2.04 2.18 1.80 1.86 20.4 2.03
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 平均
3.25 3.09 2.54 1.86 2.00 2.55
　＜科研費採択率実績（2011 年度～ 2015 年度）＞











　　 区　　分 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
民間等との共同研究
件数 2 0 3 3 3
金額 7,100 0 0 0 0
受 託 研 究
件数 8 6 5 5 7
金額 29,085 50,372 63,367 38,616 99,951
受 託 事 業
件数 0 1 3 1 1
金額 0 2,480 3,454 54 2,232
寄 附 金
件数 1 4 4 4 3
金額 300 44,280 39,810 33,420 32,100
学 術 指 導
件数 0 0 0 0 0
金額 0 0 0 0 0
計
件数 11 11 15 13 14
金額 36,485 97,132 106,63 72,631 134,283
　＜科研費以外の外部資金明細＞ （金額単位：千円）
区分
2010 年度 2011 年度 2012 年度




1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱
受託研究 2,200 科学技術振興機構 1,300 科学技術振興機構 4,264 宮城県地域文化遺産復興
1,300 科学技術振興機構 760 宮城県伊豆沼・内 プロジェクト実行委員会
7,099 金沢大学 沼環境保全財団 2,080 宮城県地域文化遺産復興
1,199 埼玉大学 6,744 金沢大学 プロジェクト実行委員会
950 宮城県伊豆沼・内 3,215 福島大学 6,070 金沢大学
沼環境保全財団 6,500 科学技術振興機構 14,960 独立行政法人情報
3,500 福島大学 3,800 栗原市 通信研究機構
500 三菱電機㈱ 500 三菱電機 22,473 独立行政法人情報
6,266 宮城県 通信研究機構
525 鹿島建設株式会社
受託事業 2,010 日本学術振興会 24,000 特例民法法人上廣
2,250 日本学術振興会 倫理財団







201 年度 2014 年度 2015 年度
金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究














34,210 独立行政法人情報通信研究機構 243 蔵王町長 226
国立研究開発法人科
学技術振興機構
2,940 独立行政法人土木研究所 479 独立行政法人科学技術振興機構 2,300 国立大学法人北海道大学
440 国立研究開発法人科学技術振興機構

















































































































































































































　　 区　　分 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度
補助金間接
経　費
件　数 22 27 26 27
金　額
（百万円）













































































































食物網へあたえる影響 (25440232) 1,100 330














近 世 モ ン ゴ ル 語 の 成 立 過 程 の 研 究
(15K02500) 1,200 360





17 ～ 19 世紀日本列島における屎尿流通
の基礎的考察 (15K02857) 1,400 420







































研究 (15K12781) 1,100 330


















D e t e c t i o n  o f  B u r i e d  O b j e c t s 
b y  S y n t h e t i c  A p e r t u r e  R a d a r 


















































































研究 (15K12781) 1,100 330


















D e t e c t i o n  o f  B u r i e d  O b j e c t s 
b y  S y n t h e t i c  A p e r t u r e  R a d a r 















































































































































































































































































语 对 论 语
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Qoo zhi ceng 郝 juGacal-un Uiles bolun negUdel aju aqui-yin tuqai mOcid OgUlekU ni. 
Yang Bayar negUdel mal aju aqui ba negUdel ayalal jiGulcilal. 
mOngkebayar Uquwancud-un neyilemel aju aqui-yin coGcalalta jici teUken nOlUge. 
Qurca cing ulus-un Uy-e-yin ObUr jasaG mongGul orun-u sUm-e keyid-Un mal aju aqui-yin 
ejengnelte qamiyarulta. 
Xie yongmei: tariyacilaGsan mongGulcud maljiqu udamsil-daGan bucaGsan ni. 
Hiroki Takakura : Independent Herders and the Livestock Trust System among Sakha in Post-Soviet 
Siberia. 
Kazato Mari Enlargement and Reduction of the Size of Mongolian Gers along the Developmental 
Cycle of the Household 
Ока Хироки Чингийн үеийн Монгол дахь хилийн түүхэн бодит байдлыг дахин шинжих нь. 
Монголын зүүн орны “Утсан хэрмийн” дагуух нутгаар жишээлэх нь. 
－ 165－
Игнатиева Ванда Борисов: Северное коневодство в контексте изменения мирового климата. 
Васильев Валерий Егорович : Символика шаманских атрибутов у северных Саха и Долган (По 
материалам первой экспедиции Академий Наук СССР) 
Антонов Егор Петрович : Языковое строительство в Якутии и Бурятии в контексте 
ревитализации политического пантюркизма и панмонголизма. 
Борисов Андриан Афансьевич : Улус как универсальная форма политической и общественной 
самоорганизации тюркских и монгольских народов. 
С. Чулуун : “Ойрад” аймаг : уугуул нутаг, цол ба сэргэлт. 
Э. Жигмэддорж : “Халхын үйсэн цааз” дахь Чингисийн есөн өрлөгийн магтаал. 
О. Оюунжаргал : Манжийн үеийн Халх дахь “тосгон”-ы тухай. 
Л. Алтанзаяа : Халхын Засагт хан аймгийн Ялгуусан хутагтын шавь нарын нутгийн асуудалд. 
Б. Батсүрэн : Төв Азийн нүүдлийн мал аж ахуйн түүнийн зарим асуудалд. 
Б. Нацагдорж : Хөвсгөл нуурын урианхай хошууны үүсэл. (Цаагнаас малчин болсон үйл явц). 
Д. Эрдэнэбаатар : Монголын хүрэл-төмрийн археологийн соёлын судалгаа. 
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самоорганизации тюркских и монгольских народов. 
С. Чулуун : “Ойрад” аймаг : уугуул нутаг, цол ба сэргэлт. 
Э. Жигмэддорж : “Халхын үйсэн цааз” дахь Чингисийн есөн өрлөгийн магтаал. 
О. Оюунжаргал : Манжийн үеийн Халх дахь “тосгон”-ы тухай. 
Л. Алтанзаяа : Халхын Засагт хан аймгийн Ялгуусан хутагтын шавь нарын нутгийн асуудалд. 
Б. Батсүрэн : Төв Азийн нүүдлийн мал аж ахуйн түүнийн зарим асуудалд. 
Б. Нацагдорж : Хөвсгөл нуурын урианхай хошууны үүсэл. (Цаагнаас малчин болсон үйл явц). 






























The Changing Interface Between the Physical and Cultural Landscapes inWestern Asia and 






The Role of adaptation and innovation in fostering resilient coastalcommunities in post-3.11 










































































Preliminary remarks: SHIMIZU Shòtarò (Graduate School of Arts and Letters, Tohoku 
University)
Lecture 1 (13:10-13:40) : Prof. VOYTISHEK Elena (Department of Humanities, Novosibirs k 
State University) “Social Role of Ancient Wine Drinking Rituals in the Traditi onal Culture 
of East Asia.”
Lecture 2 (13:40-14:10) : Prof. OKA Hiroki (Center for Northeast Asian Studies, Tohoku 
University) “The Emperor’s Mongolian Face: The Qing’s Context in Mongolian History”
Lecture 3 (14:10-14:40) : Prof. VOLKOV Pavel (Department of Humanities, Novosibirsk State 
University) “How to Settle the People in the Ancient Dwellings? (An Experimental 
Archaeology and the Modern History).”
Presentation 1 (15:00-15:25) : RECHKALOVA Anastacia (Department of Humanities, 
Novosibirsk State University) “Research Trends of Japanese Heraldry in Western 
Historiography.”
Presentation 2 (15:25-15:50) : Alesia CAMPBELL (Graduate School of Arts and Letters, Tohoku 
University) “The Biography of Date Masamune as Written in English in 1893.”
Presentation 3 (15:50-16:15) : ÓTANI Tòru (Graduate School of International Cultural Studi es, 
Tohoku University) “On the ‘Visuality’ of Kunyu Wanguo Quantu 坤 輿 萬 國 全 圖（The 
Complete Geographical Map of Ten Thousand Countries） : A Comparative Analysis of the 
Representations of the Countries of the Dwarfs and the Giants in Chinese and Japanese 
Cartography”
Presentation 4 (16:30-16:55) : TRUSHKIN Anton (Department of Humanities, Novosibirsk State 
University) “The Role of Pakistan in Sino-Afghanistan relations.”
Presentation 5 (16:55-17:20) : BORISOV Dmitriy (Department of Humanities, Novosibirsk State 
University) “Modern Misconceptions about Three Kingdoms: Fiction and Reality.”
Presentation 6 (17:20-17:45) : BAO Huhmuchir (CNEAS.TU) “Han-Mongol Social Relationships 









・ The famine of 1932-1933 as a common tragedy of the nations of the USSR: national and 












































































































英文ニューズレター『The Bulletin CNEAS vol.2』2016年 3月発行
海外の東北アジア研究者および関連研究機関との交流を促進するため、年 1回発行している英文
ニューズレター『The Bulletin CNEAS』の第 3号を出版した。本研究センターの活動状況や諸情
報を採録した。特に、センターでの客員教授、客員研究員との連携を継続・発展させる重要な目的
がある。
・Focus：Farms and biodiversity : an example from Gansu
・ Recent Events：Is the PM2.5 problem a chance of dentente in Northeast Asia? – Current 
status and issues of transboundary air pollution in Northeast Asia-
・ Recent Events：The International Symposium “Eurasian Nomadic Pastoralism: History, 
Culture, Environment”
・ Recent Events：Workshop. Teaching Japanese Culture II: The Dialogue of Japanologists of 
－ 180－
Russia and Japan
・ Recent Events：Unit for the applied Humanities on the Local Culture Heritage struck by 
Disaster Tohoku/Christchurch: Reflections on the Socio-cultural Impacts of the Quakes
・ Recent Events：The Visit to Asia Center of Seoul National University
・ Recent Events：Disaster Mitigation by Radar Technologies and Collaboration with Local 
Governments
・Awards
・New Staffs and Visiting Scholars
・Publications
・ Letters：My Experience of the Great East Japan Earthquake (Emeritus Professor Jin Xu, 
Jilin University, China)
・ Letters：The “Translation Series of Studies on Mongol Documents” project (Professor Otgon 



































































◎ “長井市 ” の歴史がわかる “ふるさと講座 ”「長井荘の文化と大江長井氏」












ゲール・フォンダール氏「Producing Space through Law, Producing Law in Place」
共催：東北地区研究懇談会
◎ワークショップ「地震災害後の人文学プロジェクトの回顧と研究者の役割の探求」
日時：2015年 10月 24日（土）13:00～ 17:30
　　　　　　 10月 25日（日）9:00～ 13:00










日時：2015年 10月 31日（土）13:30～ 17:00





























































　　　“Northeast Asia as a Philosophical Task”
講師：山室信一氏（京都大学人文科学研究所）
　　　YAMAMURO, Shinichi (Institute for Research in Humanities, Kyoto University)
講演：「DNAから見た日本人の形成と北東アジア」
　　　 “Formation of Japanese and Northeast Asian Populations from DNA-based 
Perspectives”
講師：篠田謙一氏（国立科学博物館人類研究部）




































































The Russia Japan Workshop 2016: Asian studies at NSU and TU
● Date: 15 February, 2016 (Mon.) 13:00-18:00
●  Place: Conference Room 436, Kawauchi Research Forum. Kawauchi Campus, Tohoku 
University. Center for Northeast Asian Studies.
◆  Preliminary remarks SHIMIZU Shòtarò (Graduate School of Arts and Letters, Tohoku 
University)
◆ Lecture 1 : (13:10-13:40)
Prof. VOYTISHEK Elena (Department of Humanities, Novosibirs k State University)
“Social Role of Ancient Wine Drinking Rituals in the Traditi onal Culture of East Asia.”
◆  Lecture 2 : (13:40-14:10) Prof. OKA Hiroki (Center for Northeast Asian Studies, Tohoku 
University)
“The Emperor ’s Mongolian Face: The Qing’ s Context in Mongolian History”
◆ Lecture 3 : (14:10-14:40)
Prof. VOLKOV Pavel (Department of Humanities, Novosibirsk State University)
“How to Settle the People in the Ancient Dwellings? (An Experimental Archaeology and the 
Modern History).”
◆ Presentations :
RECHKALOVA Anastacia (Department of Humanities, Novosibirsk State University) (15:00-
15:25)
“Research Trends of Japanese Heraldry in Western Historiography.”
Alesia CAMPBELL (Graduate School of Arts and Letters, Tohoku University) (15:25-15:50)
“The Biography of Date Masamune as Written in English in 1893.”
ÓTANI Tòru (Graduate School of International Cultural Studi es, Tohoku University) (15:50-
16:15)
“On the ‘Visuality’ of Kunyu Wanguo Quantu 坤輿萬國全圖（The Complete Geographical 
－ 187－
Map of Ten Thousand
Countries ）: A Comparative Analysis of the Representations of the Countries of the Dwarfs 
and the Giants in Chinese and Japanese Cartography”
TRUSHKIN Anton (Department of Humanities, Novosibirsk State University) (16:30-16:55)
“The Role of Pakistan in Sino-Afghanistan relations.”
BORISOV Dmitriy (Department of Humanities, Novosibirsk Stat e University) (16:55-17:20)
“Modern Misconceptions about Three Kingdoms: Fiction and Reality.”
BAO Huhmuchir (CNEAS.TU) (17:20-17:45)




























































































学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
学術情報整備検討委員会　2014年 3月～ 2016年 3月
学務審議会　2015年 4月～ 2017年 3月
学位授与数（2015年 4月～ 2016年 3月）
博士１（副査）















科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）




その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
JFE財団アジア歴史研究助成　2015年 1月～ 2015年 12月
［二十世紀前半の極東アジア諸国による交通政策と社会変動］



















































































































学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 大同生命地域研究賞選考委員会大同生命地域研究賞推薦委員　2013年 04月～現在
・ 北海道大学スラブ ユーラシア研究センター共同利用 共同研究拠点運営委員会委員　2014年 04月～
現在
・ Северо-Восточный гуманитарный вестник (ИГИ и ПМНС, СО РАН) Foreign member　2014年 04月～
現在
・ 日本学術会議第 23-24期連携会員（地域研究）　2014年 10月～ 2020年 09月
－ 196－
ロシア・シベリア研究分野
・ International Arctic Science Committee国際北極科学委員会社会人間作業部会副議長（日本委員）　
2015年 04月～現在
・ Polar Science Editorial Board 客員編集委員　2015年 08月～ 2016年 07月
・ Редакционная коллегия выпуска "Востоковедение"編集委員　2015年 10月～現在
行政機関・企業・NPO等参加（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 文部科学省海洋地球課北極研究戦略委員　2015年 4月～現在
オープンキャンパス・研究所公開等（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 片平祭り 2015年、写真展：永久凍土と馬牧畜 ----東シベリア・サハ人の暮らす環境















Advanced Environment Studies　2014年～ 2016年
（他大学）
文化人類学（東北学院大学）　2012年～現在
国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ The limit of pastoral adaptation to permafrost region under global warming: The Sakha people 
in the middle basin of Lena River [Arctic Science Summit Week 2015]
（2015年 4月 23日～ 2015年 4月 30日，日本国，富山）シンポジウム ワークショップ パネル（公募）
・ Introduction: the purpose of the workshop and my perspectives [Workshop. Reviewing the 
Humanities and Qualitative Social Sciences Projects After Earthquake Disaster and Exploring
the Role of Researchers]
（2015年 10月 24日～ 2015年 10月 25日，日本国，東京）シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
－ 197－
ロシア・シベリア研究分野
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ シベリアからみた家畜化と牧畜－母子関係介入不在と親疎度の多様化［家畜化と乳利用、その地域
的特質をふまえて－搾乳の開始をめぐる谷仮説を手がかりにして］
　（2015年 5月 16日～ 2015年 5月 17日，京都市）シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
・趣旨説明：福島原発事故と放射能災害の人類学［日本文化人類学会第 49回研究大会］
　（2015年 5月 30日～ 2015年 5月 30日，大阪市）シンポジウム ワークショップ パネル（公募）
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
・Arctic Science Summit Week 2015
　（2015年 4月 23日～ 2015年 4月 30日，日本国，富山）［主催］実行委員（ＬＯＣ）
・Arctic Science Summit Week 2015
　 （2015年 4月 29日～ 2015年 4月 29日，日本国，富山）［運営］Co-Covenor of Session B3: Changing 
permafrost and its impact on the physical, ecological, economic and cultural Earth system.
・ Workshop. Reviewing the Humanities and Qualitative Social Sciences Projects After 
Earthquake Disaster and Exploring the Role of Researchers.
　（2015年 10月 24日～ 2015年 10月 25日，日本国，東京）［主催］委員長
国内会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本文化人類学会第 49回研究大会
（2015年 5月 30日～ 2015年 5月 30日，大阪市）［運営］分科会代表者「福島原発事故と放射能災害
の人類学」
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
（挑戦的）萌芽研究　2013年 4月～ 2016年 3月
［東日本大震災後の民俗文化にかかわる災害民族誌研究の国際的ネットワーク構築］






























ド、インドネシアに加えて新たに中国やデンマークの研究者とともに、「Workshop. Reviewing the 
Humanities and Qualitative Social Sciences Projects After Earthquake Disaster and Exploring 
the Role of Researchers」を開催できた。さらに、イギリス社会人類学会による ASAシリーズとし








2015の運営委員となり、またこの会議のなかで分科会「Changing permafrost and its impact on the 
physical, ecological, economic and cultural Earth system」を海外の研究者と共に共同主宰した。こ
の分科会は永久凍土を巡る文理連携の討議が行われ、このなかで「The limit of pastoral adaptation 



























社会経済史学会、土地制度史学会、American Association for the Advancement of Slavic Studies、
比較経済体制学会、経営史学会
学会活動









学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
地域研究コンソーシアム運営委員　2010年 04月～現在
学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
ロシア交流推進室・室員




国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
The cotton "Upland" which connected Russia and America in 19th century [Linking Cloth-Clothing 
Globally, 18-20th Century mpping]
（2015年 7月 31日～ 2015年 8月 1日，日本国，東京）口頭（招待　特別）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
（挑戦的）萌芽研究 2014年 4月～ 2017年 3月
［帝政ロシアの統治構造̶情報収集　管理の観点から̶］
研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）Экономический подьем России и Китая и будущее гегемон ий Америки и Европы. [Гуманитарные 
Проблемы Военного Д ела, 3 (4), (2015), 22-25]（査読有り）
Сиотани Масатика

















































































学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本モンゴル学会副会長
（財団法人）日本モンゴル協会理事




学位授与数（2015年 4月～ 2016年 3月）
修士 1（主査）
担当授業科目（2015年 4月～ 2016年 3月）
内陸アジア文献研究
国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
内蒙古大学蒙古学院講演　2015年 6月
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
「言語資料検索システムの開発と運用」国際シンポジウム「東北アジアの言語資料の電子化利用」
2015年 12月 6日、仙台国際センター
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
「東北アジアの言語資料の電子化利用」2015年 12月 6日、仙台国際センター
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（C）　2015年 4月～現在
［近世モンゴル語の成立過程の研究］































































































学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本モンゴル協会評議員
























国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ “Looking at Northeast Asia: Sendai's Perspective”. Korea-Japan joint conference on 
Electromagnetic Theory, Electromagnetic Compatibility and Biological Effect. Sendai 
International Center, Sendai, Japan. （2015年 11月 23日、日本国、仙台）口頭（一般）
・ 清朝の外藩モンゴル統治における二つの論点［東北大学東北アジア研究センター創設 20周年記念
国際シンポジウム　東北アジア　地域研究の新たなパラダイム］
（2015年 12月 5日～ 2015年 12月 6日，日本国，仙台）口頭（一般）
・ The Emperor ’s Mongolian Face: The Qing’ s Context in Mongolian History［日露ワークショッ
プ 2016 Asian Studies at NSU and TU］
　（2016年 2月 15日～ 2016年 2月 15日，日本国，仙台）口頭（一般）
・ 「日本的北方亚细亚史研究和清代的蒙古」西北民族大学、蘭州、中国、2015年 12月 24日（木）
　（招待講演）
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
・東北アジア研究センターシンポジウム「共生の東北アジア：中蒙 中露辺境を事例として」
　（2016年 2月 13日～ 2016年 2月 13日，日本国，仙台）［主催］
・日露ワークショップ 2016　Asian Studies at NSU and TU
　（2016年 2月 15日～ 2016年 2月 15日，日本国，仙台）［運営］講演および会議コーディネイト
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（B）　2015年 4月～ 2019年 3月
［東北アジア辺境地域多民族共生コミュニティ形成の論理：中露　蒙中辺境に着目して］



















































2001年～ 2002年  科研費（基盤研究（C）（2））「旧ソ連高麗人の民族文化の継承と変遷に関する研究」
研究代表者
2005年～ 2006年  科研費（基盤研究（C））「現代中央アジア少数民族における言語接触に関する研究」
研究代表者

























文学部等事業場安全衛生委員　2009年 4月～ 2015年 10月
国際文化研究科等事業場安全衛生委員　2015年 11月～現在
国際交流委員　2014年 3月～現在
広報情報委員（センターロシア語 HP全面改訂担当）　2015年 4月～ 2016年 3月
広報情報委員（センターニューズレター担当）　2016年 4月～現在
教務委員　2013年 4月～現在




展開ロシア語 III 2015年～ 2015年
基礎ロシア語 II 2015年～ 2016年
展開ロシア語 II 2015年～ 2016年












科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（C）　2013年 4月～ 2016年 3月
［現在の中央アジアにおけるリングァフランカとしてのロシア語の特徴と変容の研究］
基盤研究（B）（海外）　2016年 4月～ 2020年 3月
［オーラルヒストリーによる旧ソ連ロシア語系住民の口頭言語と対ソ・対露認識の研究］
総説・解説記事（2015年 4月～ 2016年 3月）
「イスラムのクリスマスツリー（?）とサンタクロース（?）」（エッセイ。『東北アジア ニューズレター 














ロシアでも、例えば шаги （「歩み（複数）」）のような語が 20世紀前半の規範ロシア語にあった



































































































学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ （公開講座・主催）“長井市 ” の歴史がわかる “ふるさと講座 ”「長井荘の文化と大江長井氏」，後
援 長井市教育委員会，文教の杜ながい小桜館，2015年 5月
・ （講演）「戦国大名と古典書籍―上杉家　伊達家　徳川家の蔵書を中心に―」，“長井市 ” の歴史がわ













オープンキャンパス・研究所公開等（2015年 4月～ 2016年 3月）
東北大学東北アジア研究センター　伊達市噴火湾文化研究所学術交流連携講演会（公開授業　講演）
2007年 6月～ 2016年 3月
学位授与数（2015年 4月～ 2016年 3月）
博士１人





国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
狩野文庫の特徴―収集目録群に着眼して［東北大学東北アジア研究センター創設 20周年記念国際シ
ンポジウム］（2015年 12月 5日，日本国，仙台市）口頭（一般）





科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（C）　2013年 4月～現在
［明清教派系宝巻盛衰の研究―武神と母神信仰をめぐって―］
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
東北アジア研究センター・プロジェクト研究部門・研究ユニット　2013年 4月～ 2016年 3月
［出版文化資料データベース研究ユニット］













































































科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（C）　2012年 4月～ 2016年 3月
［現代中国社会の変容とその研究視座の変遷―宗族を通した検証］





第 1章（15～ 61頁）、後書き（295～ 300頁）．［風響社，（2016）3月］
瀬川昌久、川口幸大








































































1990年～ 1992年  ファルマシア・バイオシステムズ㈱日本支社　企画管理部経営企画課プロジェク
トマネージャー




























報道（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 原発再稼働へ圧力　エネ計画受け財界「第合唱」（赤旗 2014.04.18）





・ 再生エネ積極導入温室ガスの排出 40～ 60％削減も（河北新報 2015.03.24）
・ 再エネは国全体の利益（赤旗 2015.05.02）
・ ニュースを解く :地球温暖化対策　低い目標　産業界が圧力（赤旗 2015.05.12）
・ 再生エネは高いか？導入進むほど電力値下がり（赤旗 2015.06.11）
・ 争論　温室ガス 26%削減　より高い目標設定を（岐阜新聞 2015.06.29）
・ 争論　温室効果ガス「26%削減」の評価は目標値低く経済発展せず（山陰中央新報 2015.07.05）
・ 争論　26%削減目標は　低い数値、世界が批判（秋田さきがけ 2015.06.30）
・ 温室効果ガス 26%削減目標　数値低く各国から批判（佐賀新聞 2015.07.07）
・ 争論　温室ガス日本の 26%削減目標は　低い省・再生エネ推進を（高知新聞 2015.06.30）
・ 交論　温室効果ガスの削減目標　低い数値　経済発展も妨げ（中国新聞 2015.07.12）
・ 温暖化対策は前向き国際枠組み合意に弾み（毎日新聞 2015.09.27）











・ 温暖化対策と正義・公平～ COP21を終えて（日本再生 2016.02.01）
・ パリ協定　私はこう見る 投資中止運動広がりも（毎日新聞 2015.12.3）
学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
Climate Policy 学術誌査読　2000年 01月～現在
エネルギー資源学会誌学術誌査読　2000年 01月～現在
Environmental Economics and Policy Studies 学術誌査読　2003年 01月～現在




学位授与数（2015年 4月～ 2016年 3月）
修士 1人




国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Japan’s energy policy and international cooperation [International Workshop on FTA and 
Integrated Cooperation of Environmental and Economy in Northeast Asia]
　（2015年 9月 12日～ 2015年 9月 12日，韓国）口頭（招待）
・ 日本のエネルギー・温暖化政策，東アジア気候変動ワークショップ（2015年 9月 21日～ 2015年 9
月 22日，中国天津）口頭（招待）
・ International Workshop on FTA and Integrated Cooperation of Environment and Economy in 
Northeast Asia（2015年 9月 2日、韓国ソウル）口頭（招待）
・ New Energy Policy Trends and Japanese Experience , Environment Policy Training Program 
for Prospective Government　Offi cials　of Industrializing Countries in Asia, ADBI, Korea（2016
年 3月 30日、韓国ソウル）口頭（招待）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 各国の約束草案の現状［JAPAN-CLP：日本の約束草案に関する勉強会］（2015年 4月 16日～ 2015
年 4月 16日，東京）口頭（招待）

















3）Comparative assessment of Japan‘s long-term carbon budget under different effort-sharing 
principles. [Climate Policy, (2015), 1-19]
Kuramochi Takeshi, Asuka Jusen, Fekete Hanna, Tamura Kentaro, Höhne Niklas　査読あり
4）気候感度および気温上昇停滞（ハイエタス）に関する最新の科学的知見．［東北大学東アジアにお
ける大気環境管理スキームの構築研究ユニットWorking paper 2015-2, (2015)］
明日香壽川　査読なし
5）日本政府約束草案の公平性　野心度に対する複数の評価に関して．［東北大学東アジアにおける大


















































片平まつり 2015 実行委員会委員　2015年 4月～ 2015年 10月















著書（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）初級中国語テキスト　改訂版　黄炎の留学生活．［白帝社，（2016）3月］
上野稔弘、田中理恵、鄭英












































































報道（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Japan’s whaling science under the microscope（出演　執筆　その他　AFP（Agence France-Presse））
2015年 5月
・ 立ち止まる調査捕鯨（出演　執筆　テレビ　NHK山口放送局）　2015年 5月
・ Japanese whaling: why the hunts go on（出演　執筆　その他　BBC）　2016年 3月












国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Transdisciplinarily-derived 40 research questions for socially relevant climate engineering 
research [First Meeting of Working Group on International Governance of Climate Engineering]
（2016年 3月 6日～ 2016年 3月 7日，ワシントン DC）口頭（招待）
・ Interactions between Domestic Politics and International Negotiations in International 
Fisheries Governance: A Framework for Further Research [International Studies Association’s 




国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 国際法学と国際政治学との対話の契機としての捕鯨裁判：既存研究のレビューを題材に［第 19回　
環境法政策学会］（2015年 6月 13日～ 2015年 6月 13日，草加市）シンポジウム　ワークショップ　
パネル（指名）
・ 東アジアにおける越境大気汚染物質と外交の考え方―PM2.5問題を軸に［第19回　環境法政策学会］
（2015年 6月 13日～ 2015年 6月 13日，草加市）シンポジウム　ワークショップ パネル（指名）
・ ICJ捕鯨裁判：訴訟の経緯とその含意［環境経済　政策学会 2015年大会］（2015年 9月 18日～
2015年 9月 20日，京都）口頭（一般）
・ 日本の越境大気汚染外交と科学文献レビューとインタビューによる実証を中心として［環境経済　
政策学会 2015年大会］（2015年 9月 18日～ 2015年 9月 20日，京都）口頭（一般）
・ 気候工学：研究の国際動向とステークホルダーとの協働による日本の研究アジェンダ創出の試み［研
究技術計画学会］
（2015年 10月 10日～ 2015年 10月 11日，東京）口頭（一般）
国内会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
環境経済・政策学会 2015年大会
（2015年 9月 18日～ 2015年 9月 20日，京都）［運営］「環境ガバナンス」セッション座長





・ 第 24回大西洋まぐろ類保存国際委員会（フィールドワーク）　2015年～ 2015年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（A）　2011年 4月～ 2016年 3月
［レジームコンプレックスとしての国際漁業資源管理：意思決定要因と有効性分析］
基盤研究（C）　2013年 4月～ 2016年 3月
［炭素隔離技術のデモンストレーションプロジェクト：マスメディアと意思決定要因分析］
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ フューチャー　アース構想の推進事業「フューチャー　アース：課題解決に向けたトランスディシ
プリナリー研究の可能性調査」2015年 2月～ 2015年 7月［気候工学（ジオエンジニアリング）の
ガバナンス構築に向けた総合研究の可能性調査］
・ フューチャー　アース構想の推進事業「フューチャー　アース：課題解決に向けたトランスディシ



































































日本生態学会，日本古生物学会，個体群生態学会，Society for the study of evolution, American




















学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
宮城一高理数系講演会（小中高との連携）　2015年 12月












学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
・生命科学研究科入試委員会委員　2013年 4月～現在
・入試委員会委員　2014年 4月～現在













国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
The VI-th Vereshchagin Baikal Conference
（2015年 9月 7日～ 2015年 9月 12日，ロシア）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本生態学会
（2016年 3月 21日～ 2016年 3月 24日）その他
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
東北アジア研究センター 20周年記念シンポジウム
（2015年 12月 10日～ 2015年 12月 10日）［運営］
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（B）　2015年 4月～ 2017年 3月
［化石記録から種分化プロセスに迫る：孤島の陸貝化石に見る多様性進化］
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
・地球環境研究総合推進費　2005年 6月～現在
［脆弱な海洋島をモデルとした外来種の生物多様性への影響とその緩和に関する研究］
・環境研究総合推進費　2014年 4月～ 2017年 3月
［小笠原諸島の自然再生における絶滅危惧種の域内域外統合的保全手法の開発（（4）絶滅危惧陸産
貝類の域内　域外保全および再導入手法の開発］
研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）The direct cost of traumatic secretion transfer in hermaphroditic land snails: individuals 
stabbed with a love dart decrease lifetime fecundity. [Proceedings of the Royal Society of 
London B, 282, (2015)]
Kimura, K., & Chiba, S.（査読有）
2）Evidence of introgressive hybridization between the morphologically divergent land snails 
Ainohelix and Ezohelix. [Biological Journal of the Linnean Society, 115, (2015), 77-95]
Morii, Y., Yokoyama, J., Kawata, M., Davison, A., Chiba, S.（査読有）
3）Phytophagous insects on native and non-native host plants: combining the community and 
biogeographical approach. [PLoS One, (2015)]
Meijer, K., Zemel, H., Chiba, S., Smit, C., Beukeboom, L.W., Schilthuizen, M.（査読有）
4）Effect of injection of love-dart mucus on physical vigor in land snails: can remating suppression 
be explained by physical damage?. [Ethology Ecology & Evolution, (2015)]
Kimura, K., Shibuya, K., Chiba, S.（査読有）
5）A new species in the genus Aegista from Chugoku district, Japan (Gastropoda: Heterobranchia:
Stylommatophora: Camaenidae).. [Molluscan Research, 35, (2015), 128-138]
Hirano, T., Kameda, Y., Chiba, S.（査読有）
－ 236－
地域生態系研究分野
6）The phylogeny of freshwater viviparid snails in Japan. [Journal of Molluscan Studies, 81, 
(2015), 435-441]
Hirano, T., Saito, T., Chiba, S.（査読有）
7）Formin is associated with left-right asymmetry in the pond snail and the frog. [Current 
Biology, (2016)]　 Davison A., McDowell G.S., Holden J.M., Johnson H.F., Koutsovoulos G.D., 
Liu M.M., Hulpiau P., Van Roy F., Wade C.M., Banerjee R., Yang F., Chiba S., Davey J.W., 
Jackson D.J., Levin M., Blaxter M.L.（査読有）
8）Effects of an invasive ant on land snails in the Ogasawara Islands. [Conservation Biology, 
(2016)]


































行政機関・企業・NPO等参加（2015年 4月～ 2016年 3月）
（地方公共団体）宮城県 伊豆沼 内沼自然再生協議会　委員　2008年 4月～現在




学位授与数（2015年 4月～ 2016年 3月）
修士 1人










国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・Trophic structure of a wetland food web integrating parasites in Western Siberia [Progress and 
Trends in Science and Technology]
　（2015年 10月 21日～ 2015年 10月 21日，ロシア，モスクワ）口頭（招待　特別）
・Field studies in the Chany Lake complex [International Conference Dedicated to the 20th 
Anniversary of CNEAS]
　（2015年 12月 5日～ 2015年 12月 6日，日本国，仙台）シンポジウム　ワークショップ　パネル（指名）
・Incorporating parasites into a lake food web [International Conference Dedicated to the 20th 
Anniversary of CNEAS]
　（2015年 12月 5日～ 2015年 12月 6日，日本国，仙台）シンポジウム　ワークショップ　パネル（指名）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 安定同位体比を用いたコイ及びフナ属魚類の餌資源推定［平成 27年度日本水産学会秋季大会］
　（2015年 9月 22日～ 2015年 9月 25日，仙台）ポスター（一般）
・ 伊豆沼のハス群落拡大によるメタン食物連鎖への影響［日本陸水学会第 80回大会］
　（2015年 9月 26日～ 2015年 9月 29日，函館）口頭（一般）
・ ハス群落が拡大する浅い湖沼におけるブルーギルの食性［日本陸水学会第 80回大会］
　（2015年 9月 26日～ 2015年 9月 29日，函館）口頭（一般）
・ 伊豆沼におけるハス群落拡大後のメタン食物連鎖の季節変動パターン［第 10回伊豆沼　内沼研究
集会］
　（2016年 2月 20日～ 2016年 2月 20日，栗原市）口頭（一般）
・ 伊豆沼におけるはす群落がメタン酸化細菌群集に与える影響［第 10回伊豆沼　内沼研究集会］
　（2016年 2月 20日～ 2016年 2月 20日，栗原市）口頭（一般）
・ 伊豆沼　内沼のハス群落における貧酸素状態と魚類の生息状況［第 10回伊豆沼　内沼研究集会］





　（2016年 3月 20日～ 2016年 3月 24日，仙台）ポスター（一般）
・ 浅い湖沼におけるハス群落拡大がメタン濃度にあたえる影響［第 63回日本生態学会大会］
　（2016年 3月 20日～ 2016年 3月 24日，仙台）ポスター（一般）
国内会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本生態学会第 63回大会実行委員（2016年 3月）
その他研究活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
・西シベリア塩性湖チャニー湖沼群の環境と生物群集の調査（フィールドワーク）　2001年～現在
・宮城県 伊豆沼における環境と食物網解析（フィールドワーク）　2006年～現在
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（C）　2013年 4月～ 2016年 3月
［浅い湖沼におけるハス群落拡大がメタン食物網へあたえる影響］
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
二国間交流事業　共同研究　2012年 4月～ 2017年 3月
［西シベリアにおける寄生虫を組み込んだ湿地食物網の栄養構造］
研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）Zoobenthos are minor dietary components of small omnivorous fi shes in a shallow eutrophic
lake. [Marine and Freshwater Research, (2015) in press, on line http://dx.doi.org/10.1071/
MF15156]













の一部は、10月にモスクワ国立大学（ロシア、モスクワ市）で開催された会議 Progress and Trends 
－ 240－
地域生態系研究分野
in Science and Technology（日本 JSPSとロシア RFBRの共同開催）において招待講演 “Trophic 





































































学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
蒜山地質年代学研究所創立 20周年記念講演会（講演会・セミナー）　2015年 8月
学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
国際共同授業（卓越支援「変動地球惑星学」の教育向けの支援経費による）のためのペンシルヴァニ
ア州立大学訪問（2016年 3月）
国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Petrological Records of Paleoproterozoic and Neoproterozoic subduction-zone metamorphism in 
Tanzania［第 25回ゴールドシュミット会議］
　（2015年 8月 16日～ 2015年 8月 21日，チェコ，プラハ）ポスター（一般）
・ Precambrian plate-tectonic evolution: Bottom-up and top-down mantle circulation［アメリカ地
質学会 2015年会］
　（2015年 11月 1日～ 2015年 11月 4日，アメリカ合衆国，バルチモア）口頭（一般）
・ Deep upper mantle recycling of crustal materials: Evidence from UHP minerals in collisional 
orogens, ophiolites, and xenoliths［アメリカ地質学会 2015年会］
　（2015年 11月 1日～ 2015年 11月 4日，アメリカ合衆国，バルチモア）口頭（一般）
・ Multi-stage evolution of the late Jurassic English Peak pluton, Klamath Mountains, CA［アメ
リカ地質学会 2015年会］
　（2015年 11月 1日～ 2015年 11月 4日，アメリカ合衆国，バルチモア）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）




　（2016年 3月 12日～ 2015年 3月 14日，日本，岡山）口頭（一般）
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
第 26回ゴールドシュミット会議
（2015年 8月 16日～ 2015年 8月 21日，チェコ，プラハ）［運営］セッションのコンビーナー
国内会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本地球惑星科学連合　2015年会国際シンポジウム
（2015年 5月 24日～ 2015年 5月 28日，日本，幕張）［運営］セッションのコンビーナー
International Symposium "Metamorphic rocks and Metamorphism: Future Perspectives"
（2016年 3月 12日～ 2015年 3月 14日，日本，岡山）［運営］国際シンポジウムの実行委員
その他研究活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
Editorial Review Board Member（Journal of Metamorphic Geology誌）（その他）　2012年～現在
Managing Scientific Editor Member（Geologica Acta誌）（その他）　2013年～現在
Editorial Board Member（International Geology Review誌）（その他）　2013年～現在
Associated Editor（Island Arc誌）（その他）　2016年～現在
受賞・その他特記事項（2015年 4月～ 2016年 3月）
第 7回地球惑星フォトコンテスト（日本地質学会　主権）、入選（2016年 3月）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（B）　2015年 4月～ 2018年 3月
［現行型沈み込み帯出現の地質学的証拠：古原生代、高圧中間群変成帯の総合研究］
挑戦的萌芽研究　2014年 4月～ 2017年 3月
［キンバレー岩産Ｅ型ダイヤモンド巨晶の超高圧包有物とジルコンから再生地殻物質を読む］
著書（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）The Geology of Japan（執筆担当部分）Chapter 2b: Older accretionary complexes. [Geological 
Society Publishing House,（2016）3月 l
Kojima S., Hayasaka Y., Hiroi Y., Matsuoka A., Sano H., Sugamori Y., Suzuki N., Takemura S., 
Tsujimori T., Uchino T.
2）The Geology of Japan（執筆担当部分）Chapter 2a: Basement rocks and associated cover.
[Geological Society Publishing House,（2016）3月 l
Ehiro M., Tsujimori T., Tsukada K., Nuramkhaan M.
研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）




Wakabayashi J., Tsujimori T., Ogawa Y., Shervais J.
査読有
2）White mica K-Ar geochronology of Sanbagawa eclogites from Southwest Japan: Implications 
for deformation-controlled K-Ar closure temperature. [International Geology Review, 57 (5-8),
(2015), 1014-1022]
Itaya T., Tsujimori T.
査読有
3）Jadeitites and plate tectonics. [Annual Review of Earth and Planetary Sciences, 43, (2015), 105-
138]















































の招聘を起案し、2016年 11月～ 2017年 3月の受け入れが承認された。マリコベッツ博士とは「ロ
シアのシベリア産ダイヤモンドに関する地質学的総合研究」を共同で実施する。博士が所属する




















































学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
磐城高校スーパーサイエンスハイスクール（小中高との連携）　2015年 4月～ 2015年 4月
清滝小学校依頼授業（小中高との連携）　2015年 10月～ 2015年 10月
行政機関・企業・NPO等参加（2015年 4月～ 2016年 3月）
日本地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）IODP部会執行部執行委員　2013年 04月～ 2015年 05月










国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
Petit-spot lavas as a window into the geochemistry of the asthenospher [Goldschmidt 2015]（2015
年 8月 16日～ 2015年 8月 21日，チェコ，Prague）口頭（招待　特別）
Flexural bending-induced plumelets and their seamounts in accretionary (Japanese-style) and 
collisional (Tethyan-style) orogenic belts [AGU 2015 Fall Meeting]
（2015年 12月 14日～ 2015年 12月 18日，アメリカ合衆国，San Francisco）ポスター（一般）
Alkaline volcanisms in the Proto-Kuril forearc [AGU 2015 Fall Meeting]
（2015年 12月 14日～ 2015年 12月 18日，アメリカ合衆国，San Francisco）ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
南鳥島周辺海域のプチスポット［日本地球惑星科学連合 2015年大会］




（2015年 5月 24日～ 2015年 5月 28日）ポスター（一般）
南鳥島の溶岩と形成過程［日本地球惑星科学連合 2015年大会］
（2015年 5月 24日～ 2015年 5月 28日，千葉市）ポスター（一般）
根室層群に貫入するアルカリ玄武岩について［日本地質学会第 122年学術大会（長野大会）］
（2015年 9月 11日～ 2015年 9月 13日，長野市）口頭（一般）
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
東北アジア研究センター国際シンポジウム「東北アジアの地殻変動」セッション
（2015年 12月 6日～ 2015年 12月 6日，日本国，仙台）［運営］セッションオーガナイザ
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
補助金、受託　共同研究費、寄附金以外の研究費　2014年 6月～ 2015年 5月
［海洋と地球の学校̶大学生　大学院生のための地学研究普及活動］
その他寄付金（2015年 4月～ 2016年 3月）
［根室 s歯舞群島マグマの成因解明と新型マグマの検証］（2015年 4月～ 2016年 3月）
［Goldschmidt Conference「Petit-spot lavas as a window into the geochemistryof the 
asthenosphere」講演］（2015年 8月～ 2015年 8月）
研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）Petit-spot geology reveals melts in upper-most asthenosphere dragged by lithosphere. [Earth 
and Planetary Science Letters, 426, (2015), 267-279]（査読有）
Shiki Machida, Naoto Hirano, Hirochika Sumino, Takafumi Hirata, Shigekazu Yoneda, 
Yasuhiro Kato
2）Missing western half of the Pacific Plate: Geochemical nature of the Izanagi–Pacific Ridge 
interaction with a stationary boundary between the Indian and Pacifi c mantles. [Geochemistry, 
Geophysics, Geosystems, 16,(2015)]（査読有）
Takashi Miyazaki, Jun-Ichi Kimura, Ryoko Senda, Bogdan S. Vaglarov, Qing Chang, Toshiro 
Takahashi, Yuka Hirahara, Folkmar Hauff, Yasutaka Hayasaka, Sakae Sano, Gen Shimoda, 
Osamu Ishizuka, HiroshiKawabata, Naoto Hirano, Shiki Machida, Teruaki Ishii, Kenichiro
Tani, Takeyoshi Yoshida
3）Submarine lava fi elds in French Polynesia. [Marine Geology, 373, (2016), 39-48]（査読有）






に関するセッション #17d「Volatiles, redox state, and partial melts in the asthenosphere down to
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差を経て複数の火山を作っている様子が確認され、Earth and Planetary Science Letterに掲載され
た（Machida, Hirano et al., 2015）。更に、フレンチポリネシア海域の複数のホットスポット火山の
間に存在する深海底に溶岩が露出するデータを発見し、プチスポット火山の新たな存在を示唆する



































































Dynamics of the Earth　2013年～現在
国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Changes in 129I/127I ratio of crater lake and volcanic activity at Zao volcano, Japan [ENVIRA2015]
（2015年 9月 21日～ 2015年 9月 25日，ギリシア，Thessaloniki）口頭（一般）
・ Iodine isotopic ratio in crater lake and geothermal area at Zao volcano, Japan [EA-AMS6]
（2015年 10月 5日～ 2015年 10月 8日，台湾，Taipei）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 雲仙普賢岳平成溶岩のレオロジー［日本火山学会秋季大会］
（2015年 9月 28日～ 2015年 9月 30日，富山）ポスター（一般）
・ 蔵王山に於ける全磁力観測［CA研究会］
（2016年 1月 6日～ 2016年 1月 7日，東京）ポスター（一般）
・ 蔵王山における火口湖と地熱帯で観測されたヨウ素同位体比の低下［第 18回 AMSシンポジウム］
（2016年 3月 4日～ 2016年 3月 5日，東京）口頭（一般）
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）






研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）蔵王山火口湖ヨウ素同位体比の経時変化と火山活動に関する研究．［Proceedings of the 16th
Workshop on Environmental Radioactivity, High Energy Accelerator Research, (2015)］
松中哲也，笹公和，末木啓介，高橋努，松村万寿美，後藤章夫，渡邊隆広，土屋範芳，平野伸夫，
松崎浩之，査読あり




Matsunaka, T., Sasa, K., Sueki, K., Takahashi, T., Matsumura, M., Goto, A., Watanabe, T., 
Tsuchiya, N., Hirano, N., Matsuzaki, H.，査読なし
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
1．蔵王火山調査
















そのうち一つで温度，ph，電気伝導度を 9月 3日と 10月 28日で比べると，32.1℃→ 34.1℃，2.3→ 2.0，








組成のメルトの粘性係数よりも 2桁ほど低い．なぜ平成溶岩がそれほどに “流れやすかったのか ”
という疑問に答えるため，一軸圧縮による溶岩試料の粘性係数測定を行ってきた．その結果，測定
された粘性係数は石基メルトに結晶による粘性増加を考慮した値と調和的で，それより数桁低い観
測値は溶岩の流動では説明できないことがはっきりした．試験力が 10 MPaの場合，840℃で 1013.5
Pa s程度，890℃で 1012.5 Pa s，5.7 MPaでは両方の温度でそれらより 2～ 3倍高い粘性係数が，十
分信頼できるデータとして確認された．これらの値は，780℃から 880℃とされたローブ溶岩の，観
測から求められた粘性係数 0.9-4.2×1010 Pa sより桁で高い．日常的なタイムスケールで考えた場合，


























































国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 十和田火山中掫テフラ層（噴火エピソード C）の噴火推移の復元［地球惑星科学連合大会］
（2015年 5月 25日～ 2015年 5月 29日）ポスター（一般）
・ 本質物質の全粒度分析から見る珪長質マグマ噴火―マグマ水蒸気噴火形態と破砕度の関係［地球惑
星科学連合大会］
（2015年 5月 25日～ 2015年 5月 29日）口頭（一般）






















































































・ 春節で中国ＰＭ 2.5濃度上昇　日本に到達か（資料提供　新聞　産経新聞）　2016年 2月
学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
学友会茶道部部長　2003年 4月～現在
評価分析室員　2004年 4月～現在











国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
Progress on a project of founding Japan-Russia Joint Research Institute [Seminar dedicated to 
the memory of Acad. Professor Fedor Kuznetsov]
（2016年 2月 4日～ 2016年 2月 4日，Russia Novosibirsk）口頭（招待　特別）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
人工衛星MODISからみた天津爆発事故［大気環境学会　北海道　東北支部会］
（2015年 11月 6日～ 2015年 11月 6日，福島市）口頭（一般）
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
Tohoku University - Moscow State University the 2nd IT Joint Seminar
（2015年 9月 7日～ 2015年 9月 7日，ロシア，モスクワ）［運営］実行委員
－ 259－
環境情報科学研究分野
その他研究活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
森林火災の管理による CO2排出量取引構想（フィールドワーク）　2009年～現在
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
















































電子情報通信学会，The Institute of Electrical and Electronics Engineers (IEEE)， 物理探査学会，
日本地熱学会，資源・素材学会，Society of Exploration Geophysicists (SEG), European Association 







IEEE Geoscience and Remote Sensing Society　AdCom member　2006年～ 2014年
電子情報通信学会　電磁界理論研究専門委員会　委員長　2015年～現在













報道（2015年 4月～ 2016年 3月）
2015年











学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 金属鉱業事業団　鉱物資源探査に係る研究会委員（その他）　1995年 2月～現在
・ 電子情報通信学会電磁界理論研究会専門委員（その他）　1996年 10月～現在














オープンキャンパス・研究所公開等（2015年 4月～ 2016年 3月）
東北大学附置研究所等一般公開　片平まつり 2015
佐藤研究室企画展示「電波科学で拓く世界『遺跡・防災・地雷』」
（2015年 10月 10日～ 10月 11日）
学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
学友会陸上競技部部長　2004年 4月～現在























国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Ground Penetrating Radar for Humanitarian Demining and Archaeological Survey [The 15th 
Science Council of Asia Board Meeting and International Symposium]
（2015年 5月 15日～ 2015年 5月 15日，カンボジア，Siem Riap）口頭（一般）
・ Application of GPR CMP measurements to earthquake diagnosis of wooden buildings
[International Symposium Non-Destructive Testing in Civil Engineering (NDT-CE) 2015]
（2015年 9月 16日～ 2015年 9月 16日，ドイツ，ベルリン）口頭（一般）
・ Polarimetric Radar for Non-Destructive Testing in Civil Engineering [International Symposium 
Non-Destructive Testing in Civil Engineering (NDT-CE) 2015]
（2015年 9月 16日～ 2015年 9月 16日，ドイツ，ベルリン）口頭（一般）
・ Ground Penetrating Radar (GPR) / UWB radar Fundamentals to application [International 
Radar Conference]
（2015年 10月 14日～ 2015年 10月 14日，中国，Hangzou）口頭（招待　特別）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 地雷と不発弾分野の組織能力強化と南南協力-カンボジアとラオスの域内協力-［JICAワーク
ショップ］
（2015年 4月 21日～ 2015年 4月 21日，東京都）シンポジウム　ワークショップ　パネル（指名）
・ 電波科学と防災　減災［ワイヤレス　テクノロジー　パーク 2015］
（2015年 5月 29日～ 2015年 5月 29日，東京）口頭（招待　特別）
・ Fundamental Study of GB-SAR Imaging by Compressive Sensing [2015 URSI-Japan Radio 
Science Meeting (URSI-JRSM 2015)］
（2015年 9月 3日～ 2015年 9月 3日，東京）ポスター（一般）
・ Large scale subsurface velocity estimation with array GPR system YAKUMO [2015 URSI-Japan 
Radio Science Meeting (URSI-JRSM 2015)］
（2015年 9月 4日～ 2015年 9月 4日，東京）口頭（一般）
・ 電波による減災　～地雷検知から東日本大震災復興活動へ～［サイエンスカフェ］
（2015年 9月 25日～ 2015年 9月 25日，仙台）口頭（招待　特別）
・ 電磁界シミュレータを用いた広帯域アンテナの周波数特性改善［平成 27年度電気関係学会四国支
部連合大会］
（2015年 9月 26日～ 2015年 9月 26日，香美市）口頭（一般）
・ 電波科学による地中埋設物の非接触センシング［MAGDA 2015 in Tohoku］
（2015年 11月 13日～ 2015年 11月 13日，仙台）口頭（招待　特別）
国際会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
2015年 11月 23～ 24日
－ 264－
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科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（A）　2014年 4月～ 2019年 3月
［圧縮センシングと最適空間サンプリングによる地雷検知用レーダ　イメージングの効率化］
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
高度通信　放送研究開発委託研究　2012年 9月～ 2016年 9月
［電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発］
堤防及び河川構造物（コンクリートまたは鋼構造）の点検　診断の高度化技術
研究開発　2013年 4月～ 2016年 3月
［堤防及び河川構造物の総合的な点検　診断技術の実用化に関する研究開発］
ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）　2014年 12月～ 2019年 3月
［地上設置型合成開口レーダおよびアレイ型イメージングレーダを用いたモニタリング］
著書（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）Recommendation for the Safety of People and Instruments in Ground-Penetrating Radar abd 
Near-Surface Geophysical Prospecting（執筆担当部分）3.2 Demining. [EAGE, (2015)]
Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi
2）地中レーダを応用した遺跡探査―GPRの原理と利用―．［東北大学出版会，（2016）3月］
金田明大、高橋一徳





2）Detection and classfi cation of subsurface objects by polarimetric radar imaging. [2015 IEEE 
Radar Conference Proceedings, (2015), 440-445]
Christian N. Koyama and Motoyuki Sato（査読有）
3）Array GPR system“Yakumo”for Natural Disaster Mitigation. [International Workshop on
Advanced Ground Penetrating Radar 2015 (IWAGPR) Proceeding, (2015), 1-4]（査読有）
Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi
4）Development of Multi-Path Linear Array Radar at 10-20GHz. [International Workshop on 
Advanced Ground Penetrating Radar 2015 (IWAGPR) Proceeding, (2015), 1-4]





6）Estimation of vertical velocity profile by multistatic GPR Yakumo. [IEEE Geoscience and 
Remote Sensing Society (IGARSS) 2015 Proceeding, (2015), 1060-1063]
Li Yi, Kazunoni Takahashi, Motoyuki Sato（査読有）
7）Urban Damage Mapping using Scattering Mechanism Investigation Technique for Fully
Polarimetric SAR Data. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Society (IGARSS) 2015, 
Proceedings, (2015), 3790-3793]
Si-Wei Chen, Yong-Zhen Li, Xue-Song Wang, Christian N. Koyama, Motoyuki Sato（査読有）
8）FULL POLARIMETRIC UWB GB-SAR FOR DAMAGE ASSESMENT OF WOODEN 
BUILDING STRUCTURES. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Society (IGARSS) 2015, 
Proceedings, (2015), 2719-2722]




10）A New Decomposition of a POLSAR Coherency Matrix Using a Generalized Scattering Model. 
[IEEE Journal of Selected Topics in AppliedEarth Observations and Remote Sensing, 8 (8), 
(2015), 393-340] 





12）Near Range Polarimetric SAR for Non-Destructive Inspection of Wooden Buildings. [Asia-
Pacifi c Conference on Synthetic Aperture Radar (APSAR) 2015, Proceedings, (2015), 306-309]


















18）A Hybrid Dual-Polarization GPR System for 　Detection of Linear Objects. [IEEE 
ANTENNAS AND WIRELESS PROPAGATION LETTERS, 14, (2015), 317-320]
Hai Liu, Jianguo Zhao and Motoyuki Sato（査読有）
19）Model-Based Compressive Sensing Applied to Landmine Detection by GPR. [IEICE 
Transactions on Electronics, E99-C (1), (2016), 44-51]
Riafeni Karlina and Motoyuki Sato（査読有）
20）A Fast Iterative Interpolation Method in f-k Domain for 3-D Irregularly Sampled GPR Data. 
[IEEE Journal of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing, 9 (1),
(2016), 9-17] 
Li Yi, Kazunori Takahashi, and Motoyuki Sato（査読有）
21）Model-Based Compressive Sensing Applied to Landmine Detection by GPR. [IEICE Trans. 
Electron., E99-C (1), (2016), 44-51]
Riafeni Karlina, and Motoyuki Sato（査読有）
22）Near range radar image reconstruction algorithm by caustic fi nding.［信学技報，115（430）， 
（2016），81-85］
Iakov Chernyak, Motoyuki Sato（査読無）
23）Analysis of coastal erosion due to the 2011 Great East Japan Tsunami and its recovery using 
ground penetrating radar data. [Journal of Coastal Research, (Sp. Iss. 75), (2016), 477-481]


























第 13回地下電磁計測ワークショップ（仙台 2015年 11月）
11月 26日（木）午前

























































































国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
Application of GPR CMP measurements to earthquake diagnosis of wooden buildings 
[International Symposium on NDT in Civil Engineering]
（2015年 9月 15日～ 2015年 9月 17日，ドイツ，Berlin）口頭（一般）
Polarimetric Radar for Non-Destructive Testing in Civil Engineering [International Symposium 
on NDT in Civil Engineering]
（2015年 9月 15日～ 2015年 9月 17日，ドイツ，Berlin）口頭（一般）
Large scale subsurface velocity estimation with array GPR system YAKUMO [2015 URSI-Japan 
Radio Science Meeting]
（2015年 9月 3日～ 2015年 9月 4日，日本国，東京）ポスター（一般）
Full polarimetric UWB GB-SAR for damage assessment of wooden building structures [IEEE 
International Geoscience and Remote Sensing Symposium]
（2015年 7月 26日～ 2015年 7月 31日，イタリア，Milan）口頭（一般）
Estimation of vertical velocity profi le by multistatic GPR Yakumo [IEEE International Geoscience 
and Remote Sensing Symposium]
（2015年 7月 26日～ 2015年 7月 31日，イタリア，Milan）口頭（一般）
Array GPR system “Yakumo” for natural disaster mitigation [8th International Workshop on
Advanced Ground Penetrating Radar]
（2015年 7月 7日～ 2015年 7月 10日，イタリア，Florence）口頭（一般）
Development of multi-path linear array radar using 10-20 GHz [8th International Workshop on 
Advanced Ground Penetrating Radar]
（2015年 7月 7日～ 2015年 7月 10日，イタリア，Florence）口頭（一般）
Design of Wideband Small Spiral Antenna for SAR [IEEE 4th Asia-Pacific Conference on 
Antennas and Propagation]
（2015年 6月 30日～ 2015年 7月 3日，インドネシア，Bali）口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
地上設置型合成開口レーダを用いた宮城県栗原市大規模崩落地崖面の長期間モニタリング［第 13回
地下電磁計測ワークショップ］
（2015年 11月 26日～ 2015年 11月 27日，仙台）口頭（一般）
建造物非破壊検査センサーの研究開発（第六報）～ 3Dイメージングレーダ試作機の開発～［第 13回
地下電磁計測ワークショップ］
（2015年 11月 26日～ 2015年 11月 27日，仙台）口頭（一般）
地中レーダ（GPR）を用いた津波後の砂浜回復過程把握技術の課題と展望［第 13回地下電磁計測ワー
クショップ］
（2015年 11月 26日～ 2015年 11月 27日，仙台）口頭（一般）




（2015年 11月 26日～ 2015年 11月 27日，仙台）口頭（一般）
Simultaneous estimation of velocity and thickness of stratifi ed material with array GPR system 
YAKUMO［第 13回地下電磁計測ワークショップ］
（2015年 11月 26日～ 2015年 11月 27日，仙台）口頭（一般）
建造物非破壊検査センサーの研究開発（第五報）～木造建築用部材の電気的特性の計測～［第 13回
地下電磁計測ワークショップ］
（2015年 11月 26日～ 2015年 11月 27日，仙台）口頭（一般）
金属探知機に対する土壌帯磁率および導電率の影響［電子情報通信学会ソサイエティ大会］
（2015年 9月 8日～ 2015年 9月 11日，仙台）口頭（一般）
火砕物の初期帯磁率：即時モニタリング可能な火山活動度指標［火山学会 2015年度秋季大会］
（2015年 9月 27日～ 2015年 10月 2日，富山）ポスター（一般）
河川堤防施設に対する GPR探査の標準仕様検討及びデータベース試作業務報告（その 1）―業務概
要－［物理探査学会第 133回学術講演会
（2015年 9月 24日～ 2015年９月 26日，石川）口頭（一般）
河川堤防施設に対する GPR探査の標準仕様検討及びデータベース試作業務報告（その 2）―標準技
術仕様案の検討と DB試作－［物理探査学会第 133回学術講演会
（2015年 9月 24日～ 2015年９月 26日，石川）口頭（一般）
媒質近傍に置かれたアンテナからの電磁波放射―地中レーダへの応用―［電子情報通信学会電磁界理
論研究会］
（2015年 7月 16日～ 2015年 7月 17日，釧路）口頭（一般）
その他の競争的資金獲得実績（2015年 4月～ 2016年 3月）
鳥取大学乾燥地研究センター共同研究　2015年 4月～ 2016年 3月
          ［乾燥地における土壌･地下水環境監視のための新たな地中レーダ計測システムの開発］
著書（2015年 4月～ 2016年 3月）
佐藤源之，金田明大，高橋一徳，地中レーダを応用した遺跡探査 GPRの原理と利用，東北大学出版会，
ISBN 978-4-86163-267-9, Mar. 2016.
M. Sato and K. Takahashi, “Issues and recommendations related to specifi c kinds of prospecting - 
Demining,” in Recommendations for the Safety of People and Instruments in Ground-Penetrating 
Radar and Near-Surface Geophysical Prospecting, R. Persico Ed., Houten, The Netherlands: 
EAGE, ISBN: 9789462821620, Oct. 2015.
研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）A fast iterative interpolation method in f-k domain for 3D irregularly sampled data. [IEEE 
Journal of Selected Topics on Earth Observations and Remote Sensing, 9 (1), (2016), 9-17]（査読有）






3）A new decomposition of a POLSAR coherency matrix using a generalized scattering model. 
[IEEE Journal of Selected Topics on Earth Observations and Remote Sensing, 8 (8), (2015), 
3933-3940]（査読有）










7）Development of an array GPR system YAKUMO for large-scale archaeological survey and 
disaster mitigation［信学技報，115（325），（2015），29-34］（査読無）
L. Zou, K. Takahashi, and M. Sato
8）Simultaneous estimation of velocity and thickness of stratified material with array GPR 
system YAKUMO［信学技報，115（325），（2015），19-24］（査読無）




10）Application of GPR CMP measurements to earthquake diagnosis of wooden buildings [Proc. 
Int. Symp. NDT in Civil Engineering, (2015)]（査読有）
K. Takahashi, Y. Iitsuka, C. N. Koyama, and M. Sato
11）Polarimetric Radar for Non-Destructive Testing in Civil Engineering [Proc. Int. Symp. NDT 
in Civil Engineering (2015)] （査読有）







14）Large scale subsurface velocity estimation with array GPR system YAKUMO [Proc. URSI-
JRSM, (2015)] （査読有）










17）Full polarimetric UWB GB-SAR for damage assessment of wooden building structures [Proc. 
IEEE Int. Geoscience and Remote Sensing Symp., (2015)]（査読有）
C. N. Koyama, Y. Iitsuka, K. Takahashi, and M. Sato
18）Estimation of vertical velocity profi le by multistatic GPR Yakumo [Proc. IEEE Int. Geoscience 
and Remote Sensing Symp., (2015)（査読有）
L. Yi, K. Takahashi, and M. Sato
19）Array GPR system “Yakumo” for natural disaster mitigation [Proc. 8th International
Workshop on Advanced Ground Penetrating Radar, (2015)]（査読有）
M. Sato and K. Takahashi
20）Development of multi-path linear array radar using 10-20 GHz [Proc. 8th International
Workshop on Advanced Ground Penetrating Radar, Florence, （2015)]（査読有）




22）Design of Wideband Small Spiral Antenna for SAR [Proc. IEEE 4th Asia-Pacifi c Conference 
on Antennas and Propagation, (2015)]（査読有）




































報道（2015年 4月～ 2016年 3月）
・東北大学リベラルアーツ サロン　地域の歴史を豊かに（出演 執筆　新聞　河北新報）　2015年 9月
・天草五橋開通 50周年（出演 執筆　新聞　熊本日日新聞）　2016年 1月
・村絵図 11点初公開（資料提供　新聞　大崎タイムス）　2016年 3月
学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
・白石市教育委員会平成 27年度第 1回文化財講演会（講演会　セミナー）
2015年 6月～ 2015年 6月
・利府町教育委員会主催歴史シンポジウム「中世　近世の宮城郡」（講演会　セミナー）
2015年 7月～ 2015年 7月
・第 36回東北大学リベラルアーツ サロン（公開講座）　2015年 8月～ 2015年 8月
・多賀城史遊館ボランティアガイド研修会　天童家ゆかりの地を訪ねて（講演会　セミナー）
　2015年 10月～ 2015年 10月
・村山市教育委員会　教養としての徳内學講座Ⅲ（公開講座）　2015年 12月～ 2015年 12月
・白石市第 35回公民館まつり　みんなで古文書を作ってみよう（展示会）
2016年 3月～ 2016年 3月
オープンキャンパス・研究所公開等（2015年 4月～ 2016年 3月）
・片平まつり 2015　「歴史資料の解読と保全　～くずし字を書いてみよう～」　2015年 10月






担当授業科目（2015年 4月～ 2016年 3月）
（学部教育）
古文書学　2013年～現在
国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 近世日本における農村と都市の関係―下屎取引を中心に―［シカゴ大学歴史学部 東アジア研究所国
際シンポジウム］
（2015年 6月 19日～ 2015年 6月 19日，アメリカ合衆国，シカゴ）口頭（一般）




（2015年 7月 4日～ 2015年 7月 4日，ドイツ，ハイデルベルク）口頭（一般）
・ くずし字解読の意義―各分野の研究をクロスさせる―［’Shifting Perspectives on Media and 
Materials in Early Modern Japan’］
（2015年 7月 5日～ 2015年 7月 5日，イギリス，ロンドン）口頭（一般）
・ Public Goods Provision in the Early Modern Economy［第 17回世界経済史会議］
（2015年 8月 3日～ 2015年 8月 7日，京都）口頭（一般）
・ 都市と村落の関係史―食糧供給と肥料問題を中心に―［広州日中友好ふれあいの場：第 3回日本学
研究フォーラム］
（2015年 8月 26日～ 2015年 8月 26日，中国，広州）口頭（招待 特別）
・ 歴史資料の保全と活用［東北大学東北アジア研究センター創設 20周年国際シンポジウム］
（2015年 12月 5日～ 2015年 12月 6日，日本国，仙台市）口頭（一般）
国内会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 19世紀日本の屎尿流通と社会的変化―大坂地域を事例として―［社会経済史学会大会第 84回全国
大会］　（2015年 5月 31日～ 2015年 5月 31日，東京）口頭（一般）
・ 近世大坂の自治と「支配」―公共財供給との関連から―［社会経済史学会近畿部会夏季シンポジウ
ム］　（2015年 8月 22日～ 2015年 8月 22日，大阪）口頭（一般）
・ 天草諸島の人口増大と産業の形成［近世史フォーラム 2015年 10月例会］
（2015年 10月 17日～ 2015年 10月 17日）口頭（一般）
・ 近世大坂と伊勢湾地域の商業的結びつき：商人たちの活動と物資輸送［日本福祉大学知多半島総合
研究所第 28回歴史 民俗部研究集会］
（2015年 11月 14日～ 2015年 11月 14日，愛知県半田市）口頭（招待 特別）
その他研究活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
The University of Chicago 2015 Reading Kuzushiji Workshop（アメリカ・シカゴ大学くずし字ワー
クショップ 2015）　講師
2015年 6月 15日～ 2015年 6月 19日
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
基盤研究（C）　2015年 4月～現在
［17s　19世紀日本列島における屎尿流通の基礎的考察］






















研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）歴史のなかの海運と沿海社会―日本列島の南と北―．［月刊地理，60（10），（2015），40-47］査読無、
荒武賢一朗

























































































報道（2015年 4月～ 2016年 3月）
『河北新報』2015年 7月 6日朝刊「古文書で浸る青根温泉 500年　不忘閣で展示　客足回復の契機に」
（宮城県川崎町佐藤仁右衛門家文書の展示紹介）
学外の社会活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
宮城県川崎町佐藤仁右衛門家（旅館「不忘閣」）の古文書展示をプロデュースした




オープンキャンパス・研究所公開等（2015年 4月～ 2016年 3月）
「東北大学片平まつり」にて、体験型展示ブース「歴史資料の解読と保全～くずし字を書いてみよう～」
を出陳した
学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
広報情報委員会　2012年 4月～現在




国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ 江戸時代の松島と旅人たち［おくの細道松島海道総会］
（2015年 5月 9日～ 2015年 5月 9日，宮城県宮城郡松島町）口頭（招待　特別）
・ 近世の自然景観と領主・地域社会―出羽国象潟の開田をめぐって―［上廣歴史資料学研究部門共同
研究「旅と交流にみる近世社会」研究報告会］
（2015年 9月 1日～ 2015年 9月 1日，広島市）口頭（一般）
・ 近世における旅の行程とその特徴―道中日記の統計的分析―［2015年度東北史学会大会］





国内会議主催・運営（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ シンポジウム「磐井の江戸時代をほりおこす―一関市大東町金家文書の世界―」
　（2015年 6月 20日～ 2015年 6月 20日，仙台市）［主催］企画・司会進行
・ 講演会「近代の戦争と宮城」
（2015年 10月 31日～ 2015年 10月 31日，仙台市）［主催］運営補助
・ 講座：地域の歴史を学ぶ　◎岩出山Ⅳ　岩出山城の謎にせまる
（2015年 11月 21日～ 2015年 11月 21日，宮城県大崎市岩出山）［主催］運営補助
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2015年 4月～ 2016年 3月）
若手研究（B）　2014年 4月～ 2017年 3月
［日本近世における旅の歴史的特質の解明］，研究代表者
基盤研究（C）　2015年 4月～ 2018年 3月
［近世東北地方における自然資源の利用　管理と地域社会に関わる歴史学的研究］，研究分担者





































































報道（2015年 4月～ 2016年 3月）
歴史ファンでにぎわう―岩出山吾妻家文書整理速報展―（企画協力　新聞　大崎タイムス）　
2015年 10月





・ 「米沢有為会史談会（講演会　セミナー）　2015年 7月～ 2015年 7月
・ 「吾妻家文書整理速報―北に渡った開拓者たち―（主催：岩出山古文書を読む会、監修：東北大学
東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門）（展示会）　2015年 10月～ 2015年 10月
・ 「近代の戦争と宮城（主催：東北大学東北アジア研究センター上廣歴史資料学研究部門、共催：仙
台市歴史民俗資料館）（講演会　セミナー）　2015年 10月～ 2015年 10月
・ 「講座：地域の歴史を学ぶ　岩出山Ⅳ　岩出山城の謎にせまる！（主催：東北大学東北アジア研究
センター上廣歴史資料学研究部門、岩出山古文書を読む会、共催：大崎市岩出山公民館）（講演会　
セミナー）　2015年 11月～ 2015年 11月
・ 「はじめての「くずし字」―江戸時代の仙台を読む―（主催：仙台市博物館、共催：東北大学上廣
歴史資料学研究部門）（公開講座）　2016年 2月～ 2016年 3月
・ 「山形県立博物館平成 27年度古文書歴史講座（講演会　セミナー）　2016年 2月～ 2016年 2月




オープンキャンパス・研究所公開等（2015年 4月～ 2016年 3月）
片平まつり「歴史資料の読解と保全～くずし字を書いてみよう～」（2015年 10月 10・11日）
学内活動（2015年 4月～ 2016年 3月）
研究推進委員会　2014年 4月～現在
担当授業科目（2015年 4月～ 2016年 3月）
（他大学）
米沢女子短期大学（史料演習）　2015年～ 2015年








































































2008～ 2009年　韓国研究財団 優秀研究支援研究（基礎研究・課題番号 B00810）「Study for
Mechanism of Intangible Properties Protection Policy in Japan: Focused on Corresponding to 
UNESCO’s World Intangible Heritage Policy」責任研究員
2009年　韓国文化財庁研究プロジェクト「韓国の無形遺産における代表目録の分類体系並びに基礎資
料の研究」共同研究員
2009～ 2012年　韓国研究財団　博士後国内研修研究（課題番号 B00029）「Study for Aging and 
Ordinary Life Arena of the Aged in Contemporary Japanese Society: Focused on ‘Social 




（課題番号 20320133）」（平成 20年度～平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究 B））研究協力者
2009～ 2011年　「『伝承・習い事』文化における継承と生涯学習の現代的課題に関する日中韓比較研















担当授業科目（2015年 4月～ 2016年 3月）
「文化人類学」（全学教育授業）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
現代韓国における日本式建築物の観光資源化 :「九龍浦（クリョンポ）近代文化歴史通り」（ῂ⬷䙂G⁒
╖ⶎ䢪㡃㌂ỆⰂ）を事例に［日本民俗学会年会第 67回年会］
（2015年 10月 10日～ 2015年 10月 11日）シンポジウム　ワークショップ　パネル（指名）



























































国際会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
・ Изображения матерей и жен в советской военной культуре и литературе, XII Международной 




・ Gender Hierarchy in Soviet Russian Memorial of the Great Patriotic War, ICCEES the IX World Congress
　（2015年 8月 5日）
国内会議　発表・講演（2015年 4月～ 2016年 3月）
ワレンチン・ラスプーチン『生きよ、そして記憶せよ』の脱走兵と匿う女の表象 :ソヴィエト戦争神
話の脱／再構築，2015年度日本ロシア文学会東北支部第 17回研究発表会　 2015年 7月 4日
著書（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）前田しほ（担当 :共著，範囲 :Нарратив и репрезентация женщины на войне. Миф войны и публицистика 
С. Алексиевич «У войны не женское лицо») Дальний Восток, близкая Россия: эволюция русской 
культуры с евразийской перспективы, Логос 2015年 7月


















2014年～ 2016年 3月 東北大学東北アジア研究センター　特任助教
研究経歴
2005年 04月～ 2012年 03月　飛騨外縁帯，小滝地域の超苦鉄質岩の岩石学的研究















研究論文（2015年 4月～ 2016年 3月）
1）Desta, M. T., Ishiwatari, A., Machi, S., Arai, S., Tamura, A., Ledneva, G. V., Sokolov, S. D., 
Moiseev, A. V., Bazykev, B. A. (2015) Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 110 (6), 
249-275. Petrogenises of Triassic gabbroic and basaltic rocks from Chukotka, NE Russia: 
























盧向春　毛昕平　明日香壽川、Impacts of climate change policy on steel market in Japan、日本環






Xiangchun Lu, Xinping Mao and Jusen Asuka、Impacts of climate change policy on iron and steel 
















Sunhee LEE “Japan’s Post-3.11 Agenda and the Experiences of Migrant Women” JSAC2015 
international Conference, 2015年 5月 20日，在日カナダ大使館
李善姫「移住女性の震災経験とレジリエンス―東日本大震災からの問いかけ」、国立附置研究所・セ




























2016 年 1 月 22 日「Rethinking Zongzu Segmentation Through Architecture of Kejia Tulou」The 
8th Annual CUHK Anthropology Postgraduate Student Forum“Transforming Asian 
















Y. Iitsuka, C.N. Koyama, K. Takahashi, M. Sato, “Design of Wideband Small Spiral Antenna for 
SAR,” Proc. of the IEEE Asian Pacific Conference on Antennas and Propagation 2015 
(APCAP), Bali, Indonesia, June 30 – July 3, pp. 244-245, 2015.（査読有）
C. N. Koyama, Y. Iitsuka, K. Takahashi, and M. Sato, “Full Polarimetric UWB GB-SAR for 
Damage Assessment of Wooden Building Structures,” Proc. of IGARSS 2015, July 26 31, 
Milan, Italy, pp. 2719–2722, 2015.（査読有）
C. Si-Wei, , L. Yong-Zhen, W. Xue-Song, C. N. Koyama, and M. Sato, “Urban damage mapping 
using scattering mechanism investigation technique for fully polarimetric SAR data,” Proc. of 
IGARSS 2015, July 26 31, Milan, Italy, pp. 3790–3793, 2015.（査読有）
C. N. Koyama, K. Schneider, M.  Sato, “Development of a biomass corrected soil moisture retrieval 
model for dual-polarization ALOS-2 data based on ALOS/PALSAR and PI-SAR-L2 
observations,” In Proc. of IGARSS 2015, July 26 31, Milan, Italy, pp. 1316–1319, 2015.（査読有）
M. Sato, K. Takahashi, Y. Iitsuka, C. Koyama, “Near range polarimetric SAR for non-destructive 
inspection of wooden buildings,” Proc. of the 2015 IEEE 5th Asia-Pacific Conference on 
Synthetic Aperture Radar (APSAR), September 1-4, Singapore, pp. 306-309, 2015.（査読有）
C. Koyama, K. Takahashi, Y. Iitsuka, and M. Sato, “Structural Health Assessment of Timber 
Structures by means of Polarimetric UWB Radar Imaging,” Proc. of the 2015 IEICE Society 
Conference, September 8 11, Sendai, Japan, CS-1-5, 2015.（査読無）
A. Karunathilake, C. Koyama, and M. Sato, “The effect of the polarization rotation angle in 
understanding polarimetric SAR data for land cover classification,” Proc. of the 2015 IEICE 
Society Conference, September 8 11, Sendai, Japan, B-2-7, 2015.（査読無）
M. Sato, K. Takahashi, Y. Iitsuka, and C. Koyama, “Subsurface Radar for Non-Destructive Testing 
for Structures of Buildings,” Proc. of the Int. Symposium Non-Destructive Testing in Civil 
Engineering (NDT-CE), September 15-17, Berlin, Germany, pp. 1-4, 2015.（査読有）
K. Takahashi, Y. Iitsuka, C. Koyama, and M. Sato, “Application of GPR CMP measurements to 
earthquake diagnosis of wooden buildings,” Proc. of the Int. Symposium Non-Destructive 
Testing in Civil Engineering (NDT-CE), September 15-17, Berlin, Germany, pp. 1-4, 2015.（査
読有）
C. N. Koyama and M. Sato, M., “Detection and Classification of Subsurface Objects by 
Polarimetric Radar Imaging,” Proc. of IEEE Radar Conference 2015, October 27-30, 
Johannesburg, South Africa, pp. 412–419, 2015.（査読有）
学会発表
C. Koyama, T. Khuut, and M. Sato, “Soil moisture and groundwater measurements by using 
ground penetrating radar in Mongolia,” 第 4回科研全体会議 , Mai 9-10, Sendai, Japan, 2015. 
－ 300－
口頭発表
C. Koyama and M. Sato, “Application of Polarimetry and Interferometry SAR for understanding 
of natural disaster affected areas,” 第 3回 Pi-SAR2 PI会議 , August 14, Tokyo, Japan, 2015. 口
頭発表
C. N. Koyama, “Monitoring of soil moisture dynamics from very high-resolution ALOS-2 data,” 
The 2nd ALOS-2 PI Workshop, November 18-20, Tokyo, Japan, 2015. 口頭発表
C. N. Koyama, H. Wang, T. Khuut, T. Kawai, and M. Sato, “Robust quantitative parameter 
estimation by advanced CMP measurements for vadose zone hydrological studies,” American 




Y. Iitsuka, C. N. Koyama, K. Takahashi, and M. Sato, “Design of Wideband Small Spiral Antenna 
for SAR,” Proc. of 2015 IEEE 4th Asia-Pacific Conference on Antennas and Propagation 
(APCAP), T3B-5, pp. 270-271, Bali Island, Indonesia, June 30th –July 3rd,  2015.（査読有）
学会発表
Y. Iitsuka, C. N. Koyama, K. Takahashi, and M. Sato, “Design of Wideband Small Spiral Antenna 
for SAR,” 2015 IEEE 4th Asia-Pacific Conference on Antennas and Propagation (APCAP), 
T3B-5, pp. 270-271, Bali Island, Indonesia, July 2nd, 2015 , 口頭発表
飯塚，高橋，佐藤，“UWBレーダ用小型スパイラルアンテナの開発，”信学技報告，A・P2015-29, 
Vol. 102, No. 305, pp. 57-62，橿原市（奈良），2015年 5月 22日，口頭発表
東北大学東北アジア研究センター
〒980-8576　仙台市青葉区川内 41
TEL / 022-795-6009　FAX / 022-795-6010
センター長・岡　洋樹









2016 年 8 月 31 日
Center for Northeast Asian Studies
Tohoku University
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東北大学東北アジア研究センター活動報告201５ CMYK
